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1. はじめに
文部科学省は、平成 24 年度から中学保健体育に
おいて武道・ダンスを含めすべての領域を必修とし
た。武道を必修化とした目的として「日本固有の文
化であり攻撃防御により勝敗を競う楽しさや喜びを
味わう。また武道の伝統的な考えを理解し、相手を
尊重し練習や試合をする運動である。」としている。	
そのなかで、柔道を授業として選択する中学校は
60%を超え、多くの中学校で柔道の授業を取り組ん
でいる。
柔道は、明治 15 年（1882 年）に嘉納治五郎師範が、
柔術を体育、勝負、修心の 3つの柱を目的として柔
道に再編成させた 1）。	
柔道は、柔術と異なり科学原理と照らし、攻撃防
御の方法を教え危険な技は外し外傷を減じるよう配
慮した近代化させたスポーツであり、武道である 2）。
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Abstract
　The	Education	Ministry	Japanese	made	Japanese	martial	arts	and	dancing	compulsory	components	 in	physical	education	
in	junior	high	schools	in	Japan	in	2013.		Judo	is	said	to	be	chosen	by	60	percent	of	junior	high	schools	as	a	component	of	their	
gym	classes.		On	the	other	hand,	it	is	reported	that	not	a	few	serious	accidents	have	occurred	in	school	judo	clubs’	practices	in	
recent	years.		Also,	those	serious	accidents	are	said	to	be	caused	more	frequently	by	judo-specific	actions.		Therefore,	I	carried	
out	a	nationwide	questionnaire	survey	of	285	PE	teachers	of	285	junior	high	schools	and	received	144	answers	（RR：	50.2%）.	
The	survey	was	conducted	with	 the	cooperation	of	presidents	of	 the	national	and	prefectural	organizations	of	 junior	high	
school	judo	instructors.		The	survey	items	were：	（1）	the	component	they	chose	as	a	teaching	content	in	their	gym	classes;	（2）	
the	index	of	judo’s	preventive	effect	for	injuries;	（3）	what	they	expect	in	teaching	judo;	（4）	how	much	confidence	they	have	
in	teaching	judo;	（5）	what	anxieties	they	have	in	teaching	judo;	（6）	the	most	important	item	in	teaching	judo;	（7）	the	degree	
of	the	necessity	of	outside	instructors	in	judo	lessons;	（8）	whether	or	not	to	support	the	mandating	the	Japanese	martial	arts;	
（9）	teaching	items	they	choose	in	order	to	prevent	injuries;	（10）	the	index	of	preventive	effect	of	non-judo	teaching	items	for	
injuries.		Furthermore,	the	answers	to	the	survey	items	（2）	and	（3）	were	compared.			
　The	following	are	the	results.		（1）	About	60%	percent	of	junior	high	school	students,	except	for	female	third	graders,	learn	
judo	as	a	teaching	component.		（2）	The	comparison	of	the	answers	to	the	survey	items	（2）	and	（10）	indicates	that	the	index	
of	judo’s	preventive	effect	for	injuries	is	significantly	higher	than	those	of	preventive	effect	of	other	teaching	items.		（3）	PE	
teachers	expect	 their	students	 to	 learn	polite	manners,	respect	 for	an	opponent,	polite	greetings,	and	prevention	of	 injuries	
in	judo	lessons.		（4）	With	regard	to	the	degree	of	PE	teachers’	confidence	in	teaching	judo,	the	average	point	was	7	out	of	
10.		（5）	More	than	half	of	the	respondents	expressed	anxiety	about	preventing	injuries	in	judo	lessons.		（6）	With	regard	to	
important	teaching	items	in	judo,	preventing	injuries	was	the	most	chosen	item,	followed	by	polite	manners	and	respect	for	an	
opponent.		（7）	More	than	60	percent	of	respondents	answered	that	they	didn't	need	outside	instructors	in	judo	lessons.		（8）	
The	respondents’	degree	of	the	support	to	the	mandating	the	Japanese	martial	arts	was	7	out	of	10	points.		（9）	Among	non-
judo	teaching	items,	gymnastics,	including	mat	exercises,	were	the	most	chosen	items	（32	percent）	to	prevent	injuries.		（10）	
About	60	percent	of	 the	respondents	think	that	they	can	prevent	and	decrease	 injuries	by	teaching	some	kinds	of	non-judo	
exercises	and	actions.		
　In	summary,	although	they	have	some	anxiety	about	possible	 injuries	 in	 judo	 lessons,	many	of	PE	teachers	of	 junior	high	
schools	apparently	think	that	teaching	judo	is	useful	in	the	following	two	aspects.		One,	they	feel	that	it	helps	their	students	to	
acquire	polite	manners	including	respect	for	an	opponent.		Two,	they	believe	it	prevents	and	decreases	injuries.
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しかし、近年柔道の部活動中の重大事故について
報告されている 3）4）。この重大事故のうち 66.7%が
頭部（脳 41.2%）、頚部損傷（25.5%）である 4）。また、
1999 から 2008 年の 10 年間について調査した報告
によると、中学生の柔道競技の死亡確率は、10 万
人あたりは 1.883 人であり他の種目と比べ格段に多
い。次に高いバスケットボールと比較しても 6.6 倍
の多さである。1983 〜 2009 年までの 27 年間にお
ける「学校管理下の死亡・障害調査の留意点」を調
査によると、柔道による死亡事故は 110 件。そのな
かで「柔道固有の動作」による原因による死亡事故
が多く、中学校で 81.1%、高校で 63.0%と高い。そ
の内訳は初心者で受身の習熟度レベルが低い生徒に
頻発していると報告されている 3）。
受身は本来身を守るためのものであるはずであ
る。しかし、受身の効果に対する専門家の意見を調
査した報告はない。そこで本研究においては、中学
校の教員を対象に受身の効果に対する調査を行い、
受身とケガの関連を調べた。
2. 目的
武道必修化に伴い、現場の中学校保健体育教員が
柔道に対するアンケート調査、特に受身とケガの関
係について調査する。
3. 方法
1）対象者
公財）日本中学校体育連盟柔道競技部長を通じ、
47 都道府県中体連からアンケート調査の協力を依
頼した。全国 285 校 285 名の教員にアンケート調査
を実施した。その中で同意を得られた 144 校 144 名
の教員から返答を得た（回答率 50.52%）。
市毛雅之　浅野哲男　二神弘子　登本茂芳　濱田淳　田村昌大　塩川春彦　志保井義忠
図 1　アンケート用紙
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柔道の受身はケガの予防に役立つか	−中学校保健体育における柔道の意義−
図 3　予防指数　
図 4　教育の自信
図 2　追加アンケート用紙
2）回収法　
郵送にて、研究室宛に返信いただいた。
3）期間　
平成 23 年 4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日まで
とした。
4）調査項目
調査項目はアンケ トー調査用紙　図1の通りである。
5）予防指数について
学習し、習得した動作、スポーツ等が、ケガの予防
やケガを軽くする効果の強弱を、数値化することがで
きるものは現在存在しない。そこで今回のアンケ トー
対象者である中学校の教員が考える、ケガの予防や軽
くする効果の最も強い場合10 から弱い場合を1とし予
防指数とした。この際に使用した指標を図 3に示す。
予防指数として使用した設問は、柔道の受身の予
防指数、柔道の受身以外の運動（スポーツ）動作の
予防指数であった。
また、柔道の授業への自信を設問した際に、この
指標を使用し回答を得た（図 4）。
6）統計的処理
統計処理は、5）で示した予防指数の比較におい
て SPSS	Statistics20 を用い、ノンパラメトリック
法「Wilcoxon 符号付き順位和検定」「符号検定」に
て検定を実施した。
4. 結果
回答があった教員は、144 名（男性 135 名、女性
9名）、平均年齢 40.6 ± 9.7 歳であった。
（1）「中学生の保健体育の教員歴」
教員歴について設問を行った結果、教員歴は 15.0
± 10.2 年であった。
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（2）選択種目について
武道必修化に伴う選択種目について設問を実施し
た結果は、表 1-1 から表 1-3 の通りであった。144
名から回答を得た。1年生の男子においては 2種目
選択する学校が 7校存在であった。
すべての学年において男女共柔道を選択する学校
が一番多く、3年生女子は 47.92%でそれ以外の学年
では男女共約 60%の学校で柔道を選択した。
（3）柔道の受身の予防指数
柔道の受け身について、「生徒が柔道の受身を学習
することで日常生活でケガを軽くしたり予防に役に立
つと思いますか」と設問しました。設問には、下記 1
〜10 に○を付けさせて予防指数とした（図 3）。
予防指数は 8.20 ± 1.97 であった。
（4）柔道の授業で期待すること
武道必修化で柔道を選択する理由を明らかにする
ために「柔道を実施してまたは実施したとすると柔
道の授業時間で期待していること」について選択し
から複数選択を可として回答を得た。選択肢は下記
の 1〜 9とした。
1. 礼法　2. 挨拶　3. ケガの予防　4. 体力の向上
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表 1-1　1 年生の選択科目
n=151　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n=144
※二種目選択する学校が 7校あり
表 1-2　2 年生の選択科目
n=144　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n=144
表 1-3　3 年生の選択科目
n=144　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n=144
113
5. 精神力の向上　6. マナーの向上　
7. 相手を尊重する気持ち　8. 勝敗の楽しさ、喜び
9. その他（　　　　　　　　　　）
複数回答可能とし、述べ 594 の回答を得柔道の授
業では、1　礼法　2　相手を尊重する気持ち　3挨
拶　4ケガの予防　5マナーの向上　の順で期待し
ていることが分かった。
表 2　柔道の授業で期待すること
（5）柔道の授業の自信
柔道の授業の自信について「先生が中学生の授業
で柔道を指導する、またはするとして、その指導の
自信について」最も自信がある場合を 10、最も自
信がない場合を 1として該当する数字に○を付けて
もらった（図 4）。144 名すべての教員から回答を得、
平均 6.92 ± 2.4 であった。
（6）柔道の授業での不安
柔道の授業への不安材料について、「先生が柔道
の授業を実施し、またはするとして、不安がある場
合はどんなところに不安を感じますか。」と設問し
た。選択肢は下記の 1〜 5 とし 144 名の教員から 1
つを選択してもらい回答を得た。
1. 指導力　2. 授業の組み立て
3. ケガの防止（安全指導）　4. 武道精神
5. その他（　　　　　　）
その結果（表 3）に示した通りケガの防止（安全
指導）に不安を感じている先生が約 54%と一番多
かった。次いで指導力（17.36%）、授業の組み立て
（15.28%）の順であった。
表 3　柔道の授業での不安
（7）柔道の指導の重要視項目
柔道を指導する上での重要視する項目についての
設問を行った。設問選択肢は下記の 1 〜 11 とし、
上位 3つを順位をつけて回答を得た。その結果を表
4の通りであった。
1. 礼法　2. 挨拶　3. ケガの予防　4. 体力の向上
5. 精神力の向上　6. マナーの向上　
7. 相手を尊重する気持ち　8. 勝敗の楽しさ、喜び
9. 受け身（の習得）　10. 日本の伝統　
11. その他（　　　　　　　　　　）
柔道の受身はケガの予防に役立つか	−中学校保健体育における柔道の意義−
表 4　柔道の指導の重要視項目
n=144
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その結果、「ケガの予防」を重要視している教員
が最も多く、次いで「礼法」（27.08%）、「相手を尊
重する気持ち」（18.75%）であった。
（8）外部講師の必要性
外部講師の需要について、「柔道の授業を外部
指導者に手伝ってほしいと思いますか。」の設問
に 1. 思う　2. 思わない　の二者選択とし回答を得、
外部指導者の必要性だと思っている教員は、53 名
（36.81%）、思っていない教員は、91 名（63.19	%）
と柔道の授業において外部講師の必要性を感じてい
ない教員のほうが多かった（表 5）。	
表 5　外部指導者の必要性
（9）武道必修化の賛否
武道必修化の賛否について、1〜 10 のスケール
を用いで回答を得、7.38 ± 2.57 であった。
（10）柔道以外でのケガ予防種目
「柔道の受身以外の運動（スポーツ）動作で、日
常生活・部活動・体育時間中・遊んでいる時などで、
転倒した際にケガを軽くしたり予防することがで
きると思う運動（スポーツ）はありますか。」につ
いて 1. 思う　2. 思わない　の二者選択で回答得た。
また、その種目、運動内容についても回答を得た。
その結果、90 名（62.50%）が、柔道の受身以外
でもケガを軽くしたり予防することができると回答
した（表 6）。
柔道の受身以外でケガの予防や軽減することがで
きる種目や運動について、存在すると回答して頂い
た 90 名（複数回答者あり）に対して回答を得た種
目や運動は、17 項目（述べ 125 名）であった。そ
の結果「マット運動、器械体操」が最多数であった。
（11）柔道の受身以外のケガの予防指数
「柔道の受け身以外の運動（スポーツ）動作で、
日常生活・部活動・体育時間中・遊んでいる時などで、
転倒した際にケガを軽くしたり、予防することがで
きると思う運動（スポーツ）はありますか。」の設
問に「ある」と回答した 90 名を対象にその「ケガ
の予防指数」について調査を実施した。その回答方
法は設問（2）と同様にケガの予防や軽くする効果
の最も強い場合を 10、弱い場合を 1とした（図 3）。
その結果、「ケガ予防指数は、6.53 ± 1.85」であった。
（12）予防指数の比較
a）	柔道の受身のケガ予防指数　b）	柔道の受身以
外のケガ予防指数について、SPSS	Statistics20 を用
い、ノンパラメトリック法「Wilcoxon 符号付き順位和
検定」「符号検定」にて検定を実施した。それ以外
の設問は、平均値及び標準偏差で調査を実施した。
その結果、運動（スポーツ）動作、日常生活・部
活動・体育時間中・遊んでいる時などで、転倒した
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表 7　柔道以外でケガの予防等に役立つ種目等
表 6　柔道の受身以外のケガの予防、軽減種目の存在 表 8　柔道の受身と柔道の受身以外の
ケガの予防指数の比較
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際にケガを軽くしたり、予防することができるのは、
柔道の受身の学習による予防指数（8.20）の方が、
他の種目や他の動作を学習する予防指数（6.53）よ
りも有意に高かった（表 8）。
5. 考察
武道必修化により選択する種目は、柔道が一番多
かった（表 1）。多かった理由としては、今回の研
究の設問 4の「柔道の授業で期待すること」として
回答を得た結果の通り、「礼法」や「相手を尊重す
る気持ち」、「挨拶」、「ケガの予防」、「マナーの向上」
等を期待していることがわかった（表 2）。
また、設問 8の「外部講師の必要性」についての
回答は 63.19	%の教員が必要性を感じていないこと
がわかった（表 5）。その理由としては、設問 5の「柔
道への指導の自信」の結果よりおおよそ 10 点中 7
点の自信があることから外部講師の必要性を感じて
いないと考えられる。
「柔道固有の動作」による原因による死亡事故は、
中学校で 81.1%、高校では 63.0%であり、	その内訳
は初心者で受身の習熟度レベルが低い生徒に頻発し
ていると報告されている 3）。1976 年に真柄らは大
学生を対象に熟練者と未熟練者を対象に後ろ受身の
際の関節角度と速度変化を調べた研究では、初心者
は頚部屈曲において熟練者よりも 1.5 倍の衝撃を受
けていると考察している。
今回我々は中学生の体育教員を対象に、専門家の
立場から受身の効果について調査研究を実施した。
その中で、「柔道以外のスポーツや運動が柔道の受
身以外にケガを予防やケガを軽減させることができ
る」と考えている先生は、144 名中 90 名（62.50%）
存在した（表 6）。その意見を持った専門家が、他
のスポーツや運動、動作を学習することと比較し、
柔道の受身を学習することの方が、ケガの予防やケ
ガの軽減させる効果があるという結果を得た [ 有意
（P<0.01）]（表 8）。また、設問 10「柔道の受身以
外の運動（スポーツ）動作で、日常生活・部活動・
体育時間中・遊んでいる時などで、転倒した際にケ
ガを軽くしたり予防することができると思う運動
（スポーツ）はありますか。」あると回答した教員に
その種目を記入してもらった結果、「マット運動・
器械体操」を選択した教員が一番多かった。身体を
しなやかに使う必要性がある動作や体幹、四肢の使
用方法が柔道の受身と似ているところがあるからで
はないかと考えられる。　以上の結果より、柔道の
受身は、他のスポーツ、運動、動作を学習すること
と比較しケガの予防、ケガの軽減に効果があると示
唆された。
しかし、柔道によるケガは他の種目と比較し多い
ことも現実である 6）。今回の調査研究した結果にお
いてでも先生方が授業を実施する上で不安を感じて
いる項目（表 4）、柔道の指導の重要項目（表 5）に
ケガの予防（安全指導）が重要視されている。
一方、柔道の授業を通して、期待する事項も多く
（表 2）、礼法、相手を尊重する気持ち、挨拶、ケガ
の予防、マナーの向上等、がある（表 2）。柔道の
授業は十分にケガに注意を払い、受身をマスターす
ることにより、得ることができるものは多いと推察
することができた。
今後は、実際の受身について研究し、ケガの予防
やケガを軽減することを調べていきたい。また、段
階的安全にレベルにあった受身をマスターする方法
について研究する必要がある。
6. 結論
武道必修化となり「柔道」を選択する中学校は約
6割ある。しかし、近年柔道はケガの多い種目と言
われている。今回中学校教員に対しアンケート調査
を実施し、授業を行う上でケガの予防（安全指導）
が「指導上に注意すること」、「授業の不安材料」の
設問回答の上位にある。
一方、柔道の受身を習得すことで「受身のケガの
予防やケガを軽減させる効果」として期待できる。
さらに、「柔道の授業に期待すること」に礼法、相
手を尊重する気持ち、挨拶、ケガの予防　なども他
にも期待される教育効果は多い。
今後、柔道の受身を安全にマスターする方法が確
立できれば、ケガの予防のほか、挨拶、礼法、人を
尊重する気持ちなど柔道の授業を実施することによ
り得ることは多い。
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